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回避可能なアルゴリズム・バイアスへの対策

1. 多様な人口集団を正確に代表するため、AI システム
の訓練データの多様性を最大限に高める。

2. 意思決定プロセスの検証を可能にするため、アルゴ
リズムの透明性を最大限に高める。

3. バイアスを検出してこれに対処するため、AI システ
ムの定期監査を行い、その結果を公開して説明責任
を確保する。

4. AI システムの開発時には、包摂的な AI 開発チームに
よって多様な視点が組み込まれるようにする。

回避不可能なアルゴリズム・バイアスへの対策

5. 存在する不可避なバイアスとそれを軽減する手段な
ど、AI システムの内在的な限界について、ステーク
ホルダーが十分な情報を得られるようにする。

6. 不可避なバイアスが存在する場合に許容可能な
トレードオフと意思決定基準を説明する政策的枠
組みを確立する。

7. 重大な状況において AI システムの評価と承認を行う
独立した倫理監視委員会を設置し、不可避なバイア
スに対して倫理的な対処がなされるようにする。

8. 変化し続ける文化規範と整合させるため、AI アルゴ
リズムの継続的なモニタリングと改善を行う。

政策提言
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はじめに

アルゴリズム・バイアスは、人工知能（AI）と機械学習という
急成長分野において大きな課題となっている 1, 2。意図していなく
てもアルゴリズム・バイアスがさまざまな形で現れて、特定の
個人や集団に対して不当に不利益を与える差別的な結果を生
む可能性がある。

テクノロジーと倫理規範との関係が進化し続けるなか、回避
可能なアルゴリズム・バイアスと不可避なアルゴリズム・バイ
アスの違いを理解することは、政策立案者、開発者、消費者
にとってますます重要となる。興味深いことに、調査によれば
人々は、現時点では人間のバイアス（偏見）ほどにはアルゴ
リズム・バイアスに悩まされていないようだが、こうした考え
は時間とともに変わっていくかもしれない 3。

回避可能なアルゴリズム・バイアスは、きめ細かなシステム 
デザイン、データ分析、包摂的な開発を通じて削減すること
が可能な事象である 4。回避可能なバイアスは、偏ったデータ 
セット、不完全なアルゴリズム設計、開発プロセスにおける 
不注意に由来する。これらのバイアスに対処するためには、
多様性、開放性、および AI システムの展開における継続的な
監視を重視する積極的な戦略が必要となる。

これに対し、回避不可能なアルゴリズム・バイアスは、相反
する公平性の原則、データの複雑さ、または既存の AI 技術
の限界により、解消することが困難なバイアスを指す。これら
のバイアスは倫理面および実務面で複雑な問題を生み、対立
する利害の間で慎重に均衡をとること、ならびに、真摯な取
り組みをしてもある程度のバイアスは残存する可能性があると 
認めることが必要になる。

回避の可不可に関わらず、アルゴリズム・バイアスへの対処は、
技術的な問題であると同時に、社会的な義務でもある。政策
立案者、エンジニア、倫理学者、および社会は、AI システム
の知性と効率性と公平性を担保するために協力しなければな
らない。科学技術の進歩におけるこの重要な瞬間に私たちが
下す政策決定は、AI が社会に対して及ぼす長期的な影響を 
左右する可能性がある。

回避可能なアルゴリズム・バイアスの原因

意思決定プロセスの自動化が進むにつれて、アルゴリズム・
バイアスの影響はますます重大になる 5, 6。これらのバイアスは、
限られたデータ収集、アルゴリズム設計時の仮定、および多
様な集団がアルゴリズムによってどのように扱われるかという
ことへの配慮の不足により生じる 7。

例えば、過去の差別的な慣行を反映した雇用データを用い
て訓練された AI システムは、特定の人口集団を有利に扱い、
他の集団を差別することによって、同様の偏見を永続させる可
能性がある。社会のさまざまな分野で AI の普及が進むなか、 

自動化システムの信頼性、公正性、平等性を高めるために、
回避可能なアルゴリズム・バイアスを特定して除去することが
きわめて重要である。

バイアスを回避するための戦略 

回 避 可 能 なアルゴリズム・バイアスに対 処するためには、 
透明性、多様性、継続的なモニタリングに重点を置いた積極
的な戦略が必要である 8。何よりもまず、AI システムの訓練に
使用されるデータを、包括的かつ多様で、関連する人口区分
をすべて含んだものにすることが不可欠である。また、広範
な視点を提供して潜在的なバイアスの早期検出に貢献できる
倫理学者、社会学者、各領域の専門家からなる多角的な設計
チームを構成しなければならない。

AI アルゴリズムの透明性を確保することもきわめて重要であ
る。AI システムの意思決定プロセスをアクセス可能で説明可
能なものにすることによって、バイアスを特定し、解消するこ
とが可能になる。しかし、正確性と透明性のジレンマを解決
するには技術的なブレイクスルー ( 突破口となる技術革新 ) が
必要かもしれない。現在の AI システムにおいては、アルゴリ
ズムの正確性が高まるにつれて透明性は低下し、その逆もま
た同様である 9。

バイアスや偏見をつねに監視するためには、AI システムの定
期的な監査と更新も必須である。AI の開発と導入に関し明確
な規範や原則を確立する、強固な法的および倫理的枠組みを
持つことが不可欠である。説明責任と包摂性を優先する文化
を育むことによって、回避可能なアルゴリズム・バイアスの潜
在的リスクを大幅に軽減しながら、AI 技術のメリットを効果的
に活用することができる。

取り除けないバイアスもある

データ、AI 技術、および人間の行動の相互作用にはある程
度のアルゴリズム・バイアスが内在しており、それらを完全に
なくすことは不可能で、せいぜい最小限に抑えることしかでき
ない 10。一部のバイアスの永続的性質は過去のデータに現れた
社会的偏見に起因している場合があり、AI システムはこうし
たデータから知識を得るため、以前から存在するバイアスを 
意図せずに強めてしまう。上述したように、データ・キュレー 
ション（データの選択・編集・管理）、透明性のあるアルゴリ
ズム設計、継続的なモニタリングによって大きな進展を図るこ
とはできるが、現実的に目指すべきはバイアスの解消ではなく
削減である。

このような制約を認めることは、AI システムに対するより責任
ある良心的なアプローチを推進するうえで不可欠である。完
全にバイアスのないアルゴリズムは原則として実現不可能だ
ということを認めたうえで、継続的な改善とバイアスの地道な 
削減に重点を置くべきである。
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不可避なアルゴリズム・バイアスへの対処

一部のアルゴリズム・バイアスは回避可能だが、相反する道
徳的枠組みや文化的および技術的システムに深く根付いた構
造によって回避不可能なバイアスがある程度残存する。これら
の内在的なバイアスは、社会現象の複雑さ、公正さに対する
多様な概念、絶えず変化する社会規範に由来する。人類の誕
生時から存在する公平性の概念は、本質として主観的なもの
である。何をもって公平とするかは、集団や個人によって異な
る。アルゴリズムは、公正性を求める過程でしばしば相反す
る概念に遭遇する。ある公平性に最適化することは、別の公
平性に対するバイアスに意図せずつながる可能性があり、完
全な平等を追求することは不可能と思われる。

さらに、社会規範は絶えず進化する 11, 12。現時点では公平性を
表しているアルゴリズムも、社会規範の変化によってやがて 
バイアスのあるアルゴリズムになってしまうかもしれない。こう
した絶えず変化する情勢によって、公平性の追求は最終目標
ではなく終わりのない探求となる。すなわち、一度きりの達成
ではなく持続的な進歩なのである。

内在的なバイアスに取り組むためには、アルゴリズムの公平
性を担保するためのアプローチを根本的に変える必要がある。
一度で解決するのではなく、柔軟で継続的な手順として考える
べきである。変化する文化規範や公平性の理解に合わせて、
絶えずアルゴリズムのモニタリングと改善を続けなければなら
ない。

製薬業界の副作用対処に倣ったアルゴリズム・ 
バイアスへのアプローチ

製薬産業の副作用への対処戦略を検証することで、アルゴリ
ズム・バイアスへの取り組み方についての有益な視点が得ら
れる 13。製薬業界では、副作用の全くない薬はないということ
が広く認識されている。この認識は、バイアスの全くないアル
ゴリズムはないという考えと類似している。薬と同様に AI シス
テムも、リリース前に潜在的に有害な影響を検出、測定、軽
減するため、厳密な試験段階を経なければならない。AI シス
テムは、バイアスを発見して削減するために、包括的な検査
と継続的な監視を必要とする。

医薬品におけるインフォームドコンセントの原則には、起こり
得る悪影響について患者に伝えることが含まれるが、AI の分
野にもアルゴリズムの透明性という同様の原則がある 14。これ
は、AI システムの意思決定プロセスとそのシステムに内包する
可能性のある潜在的なバイアスについての情報を、ユーザー
に提供することを求めるものである。

さらに、上市後の医薬品の実際の効能を継続的に監視する
ファーマコビジランス（医薬品安全性監視）のように、AI シ
ステムも継続的に知識を獲得し、調整し、能力を強化するた
めの同様のプロセスを必要とする 15。これは、生じる可能性の
あるバイアスを検出、修正するために不可欠な過程である。 
このアプローチは、アルゴリズム・バイアスへの対処において
積極的で透明性のある倫理に基づいた枠組みが重要だという
ことを強調している。

アルゴリズム・バイアスの取り扱い手順

アルゴリズム・バイアスへの対処手順の案を図 1 に示した。
最初の質問は、「訓練された AI モデルにバイアスがあるか」
というものである。答えが「いいえ」なら、AI モデルは展開
される。答えが「はい」なら、次の質問は、「そのアルゴリズム・
バイアスは回避可能か」というものである。

答えが「はい」なら、アルゴリズム・バイアスを最小化するた
めのメカニズムが導入され、残存するバイアスが定量化され
て展開時にユーザーに報告される。答えが「いいえ」なら、 
バイアスの程度が定量化され、その結果をユーザーに報告 
したうえで AI モデルが展開される。

図 1　回避可能および不可避なアルゴリズム・バイアスの取り扱い手順
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結論

AI が社会に大きな変化をもたらすにつれて、回避可能なアル
ゴリズム・バイアスと不可避なアルゴリズム・バイアスの両方
に対処することがますます重要となる。

これら 2 種類のバイアスを区別し、具体的な戦略を用いてそ
れぞれのバイアスに対処することにより、政策立案者は知性的
で効率的かつ公正な AI システムを構築することができる。AI
に対する人々の信頼を維持し、社会の進歩に資するその潜在
力を最大限に活用するためには、バランスの取れたアプロー
チが不可欠である。
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